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詞・曲　黒坂黒太郎

友よ函館から

黒坂黒太郎（正文）コンサートニュースなんじゃもんじゃ992011.2.20

美智子皇后さまもご来場

新曲
紹介
新曲
紹介

　函館は毎年のようにコンサートやっている町です。フォークシンガーとして音楽活動を始め、まだコンサー
トがほとんどなかったころに声をかけてくれたのも函館でした。矢口周美が歌うキッカケを作ってくれたのも
函館でした。昨年11月末、その函館の教会で「里唄コンサート」を行いました。その時に函館の皆さんに送っ
た曲です。You tube(ユーチューブ）で函館の美しい映像と共に公開していますので、ご覧になって下さい。

180名の大合奏にによる「交響詩ふるさと『春』」

　１月15日すみだトリフォニーホールに
て昨年春より各地で行ってきた「コカリナ
15周年コンサート」ファイナルが行われ
ました。当日は厳しい寒さの中、首都圏、
及び全国から沢山のお客さんが駆けつ
けてくださり1800席のチケットは完売。
さらには美智子皇后さままでご来場下さ
り、大変盛り上がりました。美智子皇后様
は長野オリンピック以来のコカリナファ
ンであり、ご自分でも演奏されます。以前
から一度コカリナのコンサートを鑑賞さ
れたい、と思われていたそうです。
　プログラムの前半は黒坂黒太郎のソ
ロから始まり、コカリナの中編成、吉田秀
さんのコントラバスソロ、そして１部の締

めくくりは150名の大編成による「グノー
のアベマリア」「大樹の祈り」。その中でで
も「グノーのアベマリア」はバリトントリプ
ル、バスコカリナの大編成という今までに
なかった低音部コカリナのアンサンブル
で演奏したのですが、その重厚な響きに
会場から鳴りやまぬ拍手をいただきまし
た。そして２部は開幕と共に180名によ
る交響詩「ふるさと」第三楽章「春」。そこ
から、昨年秋コカリナと歌によりCD化さ
れた「里唄」へと続きます。最後はやはり
「被爆樹コカリナ」。「鳥の歌」と「アメージ
ンググレイス」をコカリナ講師を中心にし
た中編成グループの合奏をバックに高ら
かに奏でました。

コカリナ15周年
連続コンサート ファイナル

編集後記
　フェイスブックというインターネットのサイトを
ご存じですか？「チュニジア、やエジプトの民主化
運動を起こす原動力になったのはフェイスブッ
ク」と言われています。日本に前からあるミクシイ
などと同じソーシャルネットワーク（交流サイト）
のひとつですが、最大の特徴は「実名で行う」、と
いうことにあります。これは今までのインターネッ
トのあり方を根本から覆したものです。これまで
ネットの世界は掲示板にしろ、動画投稿にしろ、
メールでさえ「匿名」が横行してきました。これが
時として人を傷つけ、子ども達を自殺に追い込
み、多くの人がネット不信になりました。それを

「実名」で展開する。ここには責任と共に信頼が
生まれます。僕も韓国人の友人に誘われて入って
みました。するとしばらく音信がなかったアメリカ
人や、アイルランドに住む友人達からどんどん
「お久しぶり」と連絡が入り交流が復活しました。
そしてその友達の友達と友達になりました。ハー
バード大学のたった一人の学生から始まり今や
全世界６億人が入っているそうです。（映画も見
ました）この殺伐とした時代、実名をあかし繋がり
合っていく。今人々が求めているのはネットという
砂漠の中の「信頼」なのかも知れません。興味の
ある方はどうぞ。（黒）
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ごあいさつ

「コカリナ15周年コンサート」ファイナル「コカリナ15周年コンサート」ファイナル
ご来場下さったお客さんから沢山のご感想が寄せられました。その中からいくつか。

当日プログラムより

　「トランクの中の日
本」という写真集をご
存じですか？右の少
年の写真を見たこと
がある方も多いと思
います。２年ほど前、Ｎ
ＨＫスペシャルでも取
り上げられ話題に
なった写真です。太平
洋戦争終結直後の
1945年９月、従軍カ
メラマンだった米国人
ジョー・オダネル氏は
広島、長崎などの被
災状況を記録する任
務を与えられ日本に上陸、その後７ヶ月に渡り撮影
し続けました。オダネル氏はカメラのレンズに映っ
た広島、長崎の「この世のものとは思えない」あり
さまに強い衝撃を受け、軍の「人物を撮ってはなら
ない」という命令に背き、私的カメラで被災者を撮
り続けました。帰国後、ホワイトハウス付きのカメラ
マンとなったオダネル氏は、そのネガを密かに米国
に持ち帰ったものの「そのあまりにもの強烈さにた
じろぎ、すべてを忘れよう決心」（著書より）屋根裏

のトランクの中に鍵を掛け封印したのです。でもオ
ダネル氏は広島長崎で見た光景にさいなまれ、不
眠症になり、精神疾患にまで追い込まれます。また、
被爆地を歩き回った事による「入所被爆」の影響で
入退院を余儀なくさせられます。そして封印から34
年経った1989年、オダネル氏は「もう逃げるのは
よそう、自分の気持ちに正直になろう」（著書より）
と、そのトランクの鍵を開け、テネシー州ナッシュビ
ルにて原爆写真展を開催します。それは勇気ある
行動と評価される一方、「原爆を正当なもの」と教
育されているアメリカ人からは非難され、その後ス
ミソニアン博物館でも一旦企画されるものの、アメ
リカ国内の在郷軍人らによって中止に追い込まれま
す。でもその写真展は、ドイツハンブルグ、ウィーン、
ベルリンなどで開催され大きな反響を呼びます。
　この写真展が昨年６月、千葉県流山市で「黒坂
黒太郎コカリナコンサート」と併せて行われました。
写真展には多くの市民が来場、黒坂コンサートも
平日の昼間だというのに、1000人収容の文化会館
が満席になる大盛況。企画は大成功のうちに幕を
閉じました。　その写真展が、今年７月函館。８月は
長野県上田市にある無言館で行われます。８月15
日には黒坂コンサートも無言館にて予定されてい
ます。是非お出かけ下さい。

　本日はお忙しい中「コカリナ15周年記念連続コンサートファイナルステージ」にお出かけ下さ
り本当にありがとうございます。
　このコンサートはコカリナが始まってから15年を記念して、昨年、名古屋しらかわホール、神戸
松方ホール、軽井沢大賀ホールと連続して行われてきたコンサートの最後を締めくくるコンサー
トとして企画されたものです。
　コカリナは今から16年前のちょうど今頃、阪神・淡路大震災の被害が痛々しく伝えられる中で、
天から降ってきたかのように私が手にした、たった１本のハンガリー製の小さな笛から始まりま
した。それを日本の匠と呼ばれる木工家の皆さんが古くから伝わる高度な木工技術をふるに使
い、素晴らしい演奏楽器に成長させてくれました。
　また、コカリナ協会公認講師を始めとする沢山のコカリナ愛好家の皆さんが人から人へ丁寧に
この楽器の素晴らしさを伝えてくださり、全国に数限りない合奏団、サークルが誕生しています。
　さらには、多くの内外の音楽家、プロデューサーの皆さんがコカリナの発展に協力してくださ
り、昨年１月にはウィーン楽友協会でコンサート、鳴りやまぬカーテンコールの拍手をいただき
帰国する事ができました。　
　本日は、その時のプログラムを中心に、新しく始まった「里唄」の世界も含めて楽しんでいただ
ければと思っています。
　今年が皆さんにとって良い年でありますように、心からお祈り申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年　１月15日　　　　　黒坂黒太郎

里唄コンサートをあなたの町でも里唄コンサートをあなたの町でも
　昨年11月にキングレコードから発売された「里唄」CDが各地で反響を呼んでいます。
それぞれの地域のコミュニティーＦＭで何度もかけていただいていたり、「筑波山」で
は「筑波神社」がCD販売に協力してくださったり、佐渡も島を上げて普及活動に取り組
んでくださっています。「里唄」CDについて沢山感想が寄せられています。

・ 童謡や唱歌が
大好きですが、里唄

はとても

やさしく暖かく聞い
ていて心が癒されま

す。

・ 周美さんの歌声が大好きで
す。バックで流れるコカリナもぴ

っ

たりで心地よい気持ちになりま
す。ヨガの時、よく聞いています

が思わず次のポーズを忘れて聴
き入ることが多々あります。

　その土地の歌「里唄」を創り、歌い、
コカリナを奏で、その土地の素晴らし
さを感じ合う黒坂黒太郎と矢口周美
のコンサートを2011年は関東甲信
越地域で展開します。是非、ご企画下
さい。詳しくは黒坂音楽工房まで。

ジョー・オダネル写真展

☆　心暖まる感動の時間でした。詩と曲が遠い里山の
風景を思い起こさせ懐かしさと今を生きる勇気と感
謝を感じ、荘厳な一時でした。息をしていた樹々の
音色があまりにも素敵で美しく、心揺すぶられまし
た。また周美さんの歌声に魂の叫びを感じました。
澄んだ素直な声、心優しい声、慈愛あふれる声に初
めての曲が多かったのですが、私の心に語りかけて
くださり感動の涙となりました。（被爆樹コカリナは）
聴いているときに広島のにおい、広島の風を感じ、
原爆で亡くなった方々のやさしい顔が浮かび暖か
い気持ちでいっぱいになりました。これから毎日里
唄のCDを聴いて一緒に口ずさみストレスを解消さ
せていただきます。　（船橋市　中山みよ子さん）

☆　コカリナの音色と周美さんの歌声が広い会場
全体に響き、暖かく包み込んでくれる。

　　出演者のお人柄が伝わってくる素敵なコン
サートでした。コカリナアンサンブルの人数の多
さにも驚きました。コカリナが日本中、世界中を
旅して沢山の人々と出会い出会った人々の心を
乗せて広まった、という15年の深さを感じまし
た。15年前の子ども達が黒坂さんのコカリナを
聴きながら育ち、巣立って行ったことが走馬燈の
ように浮かび、こんな世界に浸れるのもコカリナ
の魔法なのでしょうね。ありがとうございました。

　　　　　　　　 （所沢市　芳賀治江さん）
☆  音色が美しく、特に“鳥の歌”は素晴らし
い、涙が出たと多くの方が言っています。

☆  CDという物を自分で買ったことがなかっ
たが、どうしても買いたくなって生まれて初
めて買い、毎日主人と聴いています。

焼き場に立つ少年　
背中の赤ん坊は死んでいる
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